サンメン セカイ ニ オケル サンジゲン ウンドウ ノ リカイ by アサダ, ミノル et al.
Osaka University











学位の種類 工 A子，~ 博 士
学位記番号 用 5 6 8 4 下Eコ王
学位授与の日付 昭和 57 年 3 月 25 日
学位授与の要件 基礎工学研究科物理系専攻
学位論文題目








































では三面世界を対象としているが，第 2 ， 3 ステップではその必要はなく，物体上の対応点が既知で
あれば，全ての剛体運動に適用できる。
論文の審査結果の要旨
本論文は，時間とともに変化する 2 次元の画像列から もとの 3 次元世界の物体の運動をコ、ンピュ
ータが決定する手法について述べたものである。三面世界(各頂点が 3 つの平面からなる多面体のみ
で構成される世界)で動く物体の線画を入力として，次の 3 つの過程によって物体の運動を簡潔な形
で表現する。
まず各線画の接続点のラベル付けと隣接画面聞でのそれらの対応付けから各物体の定性的モデルを
作製する。これは従来の 2 次元画像上でのパターンマッチングの手法と異なり接続点のラベル遷移表
(各接続点が物体の動きによってどのように変化するかの法則を示した表)と時間的情報(物体の位
置・角度が徐々に変化すること)を利用し，線画の構造の変化を多面体の動きとして解釈する所に特
徴がある。
次に物体の剛体性を利用して，各多面体の定量的モデルを得る。本論文では統計的な手法の導入に
主り信頼性の高い解を得ている。
上で得られた物体の動きをつなぎ合せても意味を持つ運動の記述にはならない O 関節運動のような
複雑な運動を解析するため回転軸の方向の一定性に着目して 階層構造による物体間の関係を表現す
る。また平行移動についてもある性質が多数画面間で満足されるかを試し 簡潔な表現を得ている。
以上を総合して，本論文はコンピュータによる動画像解析の基礎理論を確立したものとして博士論
文として価値あるものと認められる。
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